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インターバンクの声 （2016 年 2 月 12 日） 
 

昨夜、東京時間の午後９時頃、市場に政府・日銀が介入したのではないかと

の観測が広がった。ドル円がロンドン市場の早朝に１１１円を割り込んでい

たこともあって、一時的に１１３円台を回復したが、その後のニューヨーク

市場で再び１１１円台まで円買いが進んでしまったのを見るにつけ、単に今

回のドル売り圧力の強さを再認識しただけのようだった。政府筋は、介入し

たかどうかについてはコメントしないと述べるに留めたが、過去の例から考

えると「ノーコメント＝実際の介入有り」の可能性も結構高いかも知れない。

どの程度の金額でどの程度の反応があるのかを試していたとすれば、昨夜の

検証でどのような感触を得たのだろうか。前回、日銀が介入したのは４年４

ヵ月前にドル円が７５円台まで円高が進行した時だ。当時も、市場は半ば円

高相場に諦めのような気持ちを抱いてしまっていたこともあって、なかなか

介入が功を奏さなかったような記憶があるが、今回の市場も１１５円を割り

込んでからは、ドル売りに安心感があるような相場に転換してしまっており、

今後、日銀の介入が明らかになったとしても１１６円位まで修正させるのが

やっとかも知れない。今日のアジア市場や海外市場で１１３円台後半までの

反発があるのか再度１１１円台に沈むかで来週のトレンドが見えそうだ。 
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